
１．消防機関 
平成２７年４月１日現在における市町村消防機関の設置状況は次表のとおりである。
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消防団は全て非常備消防団である。
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２．消防の人員 
（１）消防職員 

平成２７年４月１日現在

 である。 
消防吏員数の状況は次のグラフに示すとおりであり、常備消防体制の拡充とともに

増加傾向にある。 
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１．消防組織・体制 

年４月１日現在における市町村消防機関の設置状況は次表のとおりである。
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消防吏員を年齢別、在職年数別及び階級別に示すと、各々次のグラフのとおり

～５５歳が１３．９％と最も多くなっている。

また、消防吏員の平均年齢は３９．７歳で昨年より０．４歳下がっている
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年４月１日現在における市町村消防機関の設置状況は次表のとおりである。 
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在職年数別にみると、５
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（２）消防団員 

平成２７年４月１日現在の消防団員数は

１８９人減少した。これを

る。 
消防団員を年齢別、在職年数別及び階級別に示すと、各々次のグラフのとおりである。
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を占めているが、この割合は減少

また、団員の平均年齢は

0% 20%

平成17年

平成22年

平成27年

10.3 

8.2 

6.0 

27.1 

20.2 

15.7 

年齢別消防団員の推移

0% 20%

平成17年

平成22年

平成27年

41.0 

36.4 

30.7 

在職年数別消防団員の推移

0% 20%

平成17年

平成22年

平成27年

階級別消防団員の推移

歳以下の団員が全体の４５．０％、在職年数１０年未満の団員が全体の

が、この割合は減少していく傾向にある。 
また、団員の平均年齢は３７．０歳で、昨年より０．４歳高くなっている

40% 60% 80%

27.1 31.1 

29.7 

23.4 

17.2 

22.4 

25.1 

19.4 

29.9 

18歳～25歳 26歳～30歳 31歳～

36歳～40歳 41歳～

40% 60% 80% 100%

41.0 31.1 

28.9 

26.8 

16.7 

19.5 

20.9 

11.2 

15.1 

21.7 

在職年数別消防団員の推移 5年未満 5～10年未満

10～15年未満 15年以上

40% 60% 80% 100%

73.9 

73.3 

72.3 

12.3 

12.1 

12.7 

13.8 

14.6 

15.0 

階級別消防団員の推移

団員 班長 部長以上

全体の５７．５％

なっている。 

 

100%

14.3 

19.4 

歳～35歳

100%


